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第 5章３ 取り組もう！ボランティア活動 

仙台市立東四郎丸小学校 6学年 

「もしもの時，私たちにできることは」 

○ ねらい 

ボランティア活動に取り組む人々の存在を知り，災害発生時に地域や家庭で自分にできることを考え，実践し

ようとする姿勢を持つことで「共助」の精神を身に付ける。 

学習活動及び発問 予想される児童の反応 指導上の留意点 

１ 「共助」について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 映像を見る。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考えを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 共に助ける…どういうことだ

ろう？ 

 地震の時に，みんなで助かろ

うってことじゃないかな。 

 そうだね，みんなのために自

分の力を発揮することだよ。 

 

 

 

 

 自分にできることか…。まず

は，自分の命を守ること。 

 家族のためか･･･。何ができる

かなぁ。 

 地域のためって何だろう？自

分に何ができるだろう。 

 

 

 

 

 映像を見る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 家の倒れた家具などを元ど

おりにするのを手伝う。 

・ 避難所の炊出しや配給を手

伝う。 

・ 水を運ぶのを手助けする。 

・ 避難所のトイレの掃除など

を手伝う。 

 ワークシートに，今日の授業

の振り返りを書く。 

◇ 「共助」の意味をしっかりとおさ

えさせる。 

◇ 「自助」と「公助」についてもお

さえさせ，「共助」と比較させる。 

 

 

 

 

◇ まずは，自分の命を自分で守るこ

とを最前提とすることを確認す

る。 

◇ その上で，「家族のため」や「地域

のため」を強調し，自分以外の人

のために，自分に何ができるかを

考えることを明確にする。 

 

 

 

 

 

◇ 実際の映像資料を参考にすること

で，自分達にもできることがたく

さんあることに気付かせる。 

◇ 副読本Ｐ５２～５３を見ながら，

ボランティア活動への取り組み

が，「共助」につながることを説明

する。 

 

 

◇ 家庭や地域（特に避難所）のため

に，自分にできそうなことを，た

くさん出させる。 

 

◇ 自分にも，家族や地域のためにで

きることが，たくさんあることに

気付かせることで，自己有用感を

もたせる。 

 

 

 

◇ 自分の考えや，新たな発見や疑問

などを書くよう指示する。 

 

 みなさんは，「共助」という言葉を知っていますか？ 

【学習課題】大きな地震が起きた時，家族や地域のため

に自分にできることを考えよう。 

 東日本大震災の時に，みんなと同じ年代の子供たちが

どんな行動をとったか，映像を見せます。 

 東日本大震災の時に，みんなと同じ年代の子供たちが

どんな行動をとったか，映像を見せます。 


